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先
日
、
個
別
指
導

を
受
け
た
。
昨
年
の

九
月
に
一
回
、
そ
し

て
今
回
二
回
目
の
個

別
指
導
で
、
昨
年
指

導
さ
れ
た
注
意
点
が

順
守
さ
れ
て
い
る
か
確
認
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
個
別
指
導
に
あ
た
っ

て
は
、
前
回
の
指
導
で
指
摘
さ

れ
た
、
い
く
つ
か
の
注
意
点
を

改
善
し
て
臨
ん
だ
の
で
あ
る

が
、
指
導
官
は
、「
昨
年
の
指

導
時
の
問
題
点
も
改
善
さ
れ
て

お
り
、
概
ね
良
好
」
と
告
げ
な

が
ら
も
、
い
く
つ
か
の
新
た
な

指
摘
も
さ
れ
た
。

一
昨
年
、
地
方
厚
生
局
へ
指

導
・
監
査
な
ど
の
実
施
主
体
が

移
管
さ
れ
て
か
ら
、
指
導
・
監

査
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
は

聞
い
て
い
た
が
、
私
自
身
、
二

回
も
指
導
を
受
け
る
と
は
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
、

以
前
の
よ
う
な
、
重
箱
の
隅
を

つ
つ
く
よ
う
な
指
導
で
は
な

か
っ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
保
険
医

療
機
関
と
し
て
は
、
一
年

ち
ょ
っ
と
の
間
に
二
度
も
指
導

が
あ
る
と
、
精
神
的
・
肉
体
的

に
も
き
つ
い
も
の
が
あ
る
。
日

常
診
療
の
合
間
に
指
導
の
た
め

の
準
備
、
カ
ル
テ
整
備
・
帳
簿
・

関
係
す
る
伝
票
の
整
理
な
ど
、

大
変
で
あ
る
。
一
回
目
の
指
導

は
理
解
で
き
る
が
、
二
回
目
の

指
導
は
、
原
則
と
し
て
は
廃
止

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。つ
ま
り
、

あ
き
ら
か
に
不
正
行
為
な
ど
の

悪
質
な
事
案
に
限
る
べ
き
だ
。

以
前
は
、
改
善
報
告
書
を
出

す
だ
け
で
あ
っ
た
の
が
、
昨
今

は
、
自
主
返
還
金
も
要
求
さ
れ

て
い
る
。
わ
が
保
険
医
協
会
の

さ
ら
な
る
奮
起
を
う
な
が
し
た

い
。

石
川
県
保
険
医
協
会
主
催
の

恒
例
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
十
一
月

二
十
日
（
日
）
に
金
沢
市
民
芸

術
村
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
工
房
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
東

日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う

大
き
な
意
義
も
加
わ
り
、
過
去

最
高
の
十
三
組
二
十
一
人
の
出

演
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
出
演

者
の
内
訳
も
医
師
、コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
、
家
族
、
友
人
、
そ
し
て

患
者
さ
ん
、
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
斉
藤
典
才

先
生
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
大

平
政
樹
先
生
の
開
会
あ
い
さ
つ

で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
狩
野

宏
成
先
生
と
牛
村
繁
先
生
の
ギ

タ
ー
伴
奏
に
よ
る
歌
、
長
山
郁

生
、
広
崎
晃
雄
の
各
先
生
に
よ

る
ギ
タ
ー
独
奏
、
患
者
の
竹
谷

文
男
さ
ん
と
わ
た
し
は
カ
ン

ツ
ォ
ー
ネ
独
唱
、
荻
野
知
己
先

生
の
フ
ル
ー
ト
独
奏
、
額
浩
一

先
生
の
お
嬢
さ
ん
た
ち
に
よ
る

素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
独
奏
、
山

崎
政
美
先
生
、谷
内
久
世
さ
ん
、

小
島
菜
採
さ
ん
（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
）
は

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
こ
の
Ｊ
Ｍ
Ｃ
に
小
川
滋
彦

先
生
が
参
加
し
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
四
重
奏
、
加
藤
理
良
先
生
と

そ
の
友
人
、
亀
本
侑
志
さ
ん
、

大
谷
渉
さ
ん
、
伊
藤
昇
さ
ん
に

よ
る
オ
ル
ビ
ス
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｏ
の

弦
楽
四
重
奏
、
そ
し
て
、
金
沢

医
療
セ
ン
タ
ー
で
定
期
的
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
て
い
る

越
田
潔
先
生
、瀧
口
哲
也
先
生
、

伊
勢
拓
之
先
生
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
フ
ル
ー
ト
、
ピ
ア
ノ
ト
リ

オ
（
Ｋ
Ｍ
Ｃ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

に
小
川
滋
彦
先
生
も
加
わ
っ

て
、
三
時
間
に
わ
た
り
、
楽
し

く
素
晴
ら
し
い
演
奏
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
来
場
さ
れ
た
百
二
十
六

人
の
観
客
は
、
心
か
ら
音
楽
を

楽
し
み
、
そ
し
て
、
会
場
に
設

置
さ
れ
た
募
金
箱
に
、
多
く
の

善
意（
七
万
八
千
二
百
三
十
円
）

が
集
ま
り
ま
し
た
。
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
は
大
成
功
だ
と
、
出
演

者
、
ス
タ
ッ
フ
は
大
感
激
し
ま

し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
引
き
続
き
、

お
隣
の
れ
ん
が
亭
で
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
三
十
八
人

が
演
奏
と
会
話
を
楽
し
み
ま
し

た
。
本
番
の
緊
張
か
ら
開
放
さ

れ
た
出
演
者
た
ち
は
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
演
奏
を
披
露
し
、「
本

番
よ
り
よ
か
っ
た
ね
ー
」
の
声

も
。
わ
た
し
の
司
会
で
、
出
演

者
の
コ
メ
ン
ト
や
音
楽
話
が
披

露
さ
れ
、
小
川
先
生
の
エ
ー
ル

で
、
二
年
後
に
は
、
も
っ
と
腕

を
上
げ
て
再
会
し
よ
う
と
誓

い
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

北山　吉明（金沢市・形成外科）

東日本大震災・チャリティーコンサートチャリティーコンサート

13組21人が出演13組21人が出演過去最高

クラリネット三重奏：JMC（Johhoku Music Club）

テノール独唱：竹谷文男

ピアノ独奏：額歩実（左）・千裕（右）
（額浩一先生（額内科クリニック）のお嬢さん）

クラシックギター独奏：広崎晃雄
（広崎外科医院・小松市）

クラシックアンサンブル：KMC アンサンブル

弦楽四重奏：オルビス NANAO

フルート独奏：荻野知己
（おぎの胃腸科クリニック・金沢市）

司会：斉藤典才
（城北病院・外科）

クラリネットとピアノのデュオ：
小川滋彦（小川医院・金沢市）
伊勢拓之（金沢医療センター・内科）

クラシックギター独奏：長山郁生
（長山耳鼻咽喉科医院・金沢市）

ギター二重奏・歌：Shige2

狩野宏成（かりの眼科医院・金沢市）
牛村　繁（うしむら眼科クリニック・白山市）

テノール独唱：北山吉明
（北山クリニック・金沢市）

石 川 保 険 医 新 聞（1）2011年12月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第476号



保
険
医
協
会
歯
科
部
は
、
十

一
月
六
日
、
ホ
テ
ル
金
沢
に
お

い
て
再
生
医
療
講
演
会
を
開
催

し
、
約
三
十
人
の
歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生
士
ら
が
参
加
し
ま
し

た
。講

演
会
は
ま
ず
、
鶴
見
大
学

歯
学
部
口
腔
内
科
学
教
授
の
里

村
一
人
先
生
よ
り
、「
歯
科
領

域
を
中
心
に
加
速
す
る
再
生
医

療
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
再
生

医
療
の
基
礎
か
ら
最
新
情
報
ま

で
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
特
に
興
味
を

も
っ
た
の
は
、次
の
二
点
で
す
。

①
歯
の
再
生
研
究
に
お
い
て
、

ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
の
歯
の
形
成
に

は
五
十
日
か
か
る
。
こ
れ
を
ヒ

ト
に
あ
て
は
め
る
と
膨
大
な
時

間
を
要
す
る
た
め
、
歯
の
形
成

を
促
進
さ
せ
る
方
法
を
確
立
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の

が
メ
ラ
ト
ニ
ン
で
あ
る
②
分
化

転
換
現
象
を
利
用
し
て
、
生
体

内
で
最
終
分
化
し
た
機
能
細
胞

を
別
の
機
能
細
胞
に
変
化
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
幹
細
胞
に
依

存
し
な
い
再
生
医
療
の
実
現
を

め
ざ
す
と
い
う
こ
と
。

初
め
て
耳
に
す
る
話
も
多

く
、
膨
大
な
情
報
を
九
十
分
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
分
か
り

や
す
く
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た

里
村
先
生
に
敬
服
す
る
と
同
時

に
、
再
生
医
療
分
野
の
ト
ッ
プ

再
生
医
療
講
演
会

再
生
医
療
の
実
用
化
を
実
感

歯
科
部

　津
田

　謹
誠（
津
幡
町
）

歯
科
界
の
未
来
に
希
望
の
光

事
務
局

　小
野

　栄
子

夢
が
か
な
っ
た

夢
が
か
な
っ
た

イ
イ
ハ
デ
ー
・
イ
レ
バ
デ
ー
の
義
歯
ネ
ー
ム
入
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
れ
歯
に

  

名
前
が
入
っ
て

ラ
ン
ナ
ー
が
歯
科
の
領
域
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
大
変
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。

里
村
先
生
の
講
演
後
は
、
株

式
会
社
再
生
医
療
推
進
機
構
技

術
部
長
の
岩
堀
禎
廣
先
生
よ

り
、「
歯
髄
細
胞
バ
ン
ク
が
果

た
す
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
細

胞
バ
ン
ク
用
の
細
胞
は
、
歯
髄

が
臍
帯
血
や
骨
髄
と
比
較
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
点
で
有
利
で
あ
る

こ
と
、
放
射
性
物
質
で
あ
る
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
は
歯
牙
に
蓄
積

す
る
た
め
に
内
部
被
曝
の
指
標

に
使
え
る
こ
と
、
虎
の
門
病
院

の
医
師
が
福
島
原
発
事
故
処
理

の
作
業
員
に
再
生
医
療
用
に
細

胞
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と

を
推
奨
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

福
島
の
方
々
か
ら
歯
髄
バ
ン
ク

へ
の
問
い
合
わ
せ
が
激
増
し
て

い
る
お
話
も
興
味
深
い
情
報
で

し
た
。

私
た
ち
歯
科
医
師
は
、日
々
、

歯
科
医
療
を
通
じ
て
患
者
さ
ん

の
未
来
の
幸
せ
に
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
、
両

先
生
か
ら
再
生
医
療
が
着
々
と

実
用
化
さ
れ
て
い
る
現
状
を
お

聞
き
し
た
こ
と
で
、
私
た
ち
が

再
生
医
療
に
貢
献
で
き
る
日
も

そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
と
確
信

し
、
歯
科
界
の
未
来
に
も
希
望

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
で
初
め
て
行
っ
た
。
内
灘
町

の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
ハ
マ
ナ

ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
白
帆

台
、
光
と
風
の
ア
レ
イ
、
野
々

市
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
富
樫
苑
の
入
居
者
三
十
六

人
七
十
一
床
の
義
歯
に
名
前
を

入
れ
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

の
は
、
北
歯
科
医
院
の
北
潤
市

先
生
、
ふ
な
も
と
歯
科
医
院
の

舩
本
長
一
朗
先
生
、
浦
崎
歯
科

医
院
の
浦
崎
裕
之
先
生
、
竹
内

誠
先
生
、
歯
科
技
工
士
の
山
形

克
己
さ
ん
と
島
田
俊
彦
さ
ん
、

保
険
医
協
会
副
会
長
の
平
田
米

里
先
生
と
理
事
の
小
島
登
先

生
。施

設
に
伺
う
と
、
興
味
津
々

の
職
員
や
入
居
者
の
方
が
集

ま
っ
て
く
る
。
名
前
を
入
れ
る

部
分
を
削
り
、
名
前
入
り
の
小

さ
な
ラ
ベ
ル
を
義
歯
に
の
せ
、

透
明
の
レ
ジ
ン
を
塗
っ
て
乾
か

し
、
磨
き
上
げ
る
。
細
か
く
気

配
り
さ
れ
る
の
は
、
特
に
技
工

士
の
お
二
人
だ
。
ラ
ベ
ル
は
濡

れ
て
も
滲
ま
な
い
ラ
ベ
ル
シ
ー

ル
を
使
用
し
、
研
磨
は
通
常
二

種
類
の
器
具
を
使
用
す
る
と
こ

ろ
、
四
種
類
を
駆
使
し
て
磨
き

を
か
け
る
。
す
る
と
仕
上
が
り

が
断
然
違
う
。「
技
工
士
の
プ

ラ
イ
ド
」
と
語
る
山
形
さ
ん
の

表
情
は
、
と
て
も
イ
キ
イ
キ
し

て
い
た
。

作
業
中
、
入
居
者
の
方
は
、

目
を
凝
ら
し
な
が
ら
義
歯
を
見

守
る
。
不
安
そ
う
に
モ
ゴ
モ
ゴ

と
何
か
お
っ
し
ゃ
る
が
義
歯
が

入
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ま
り
聞

き
と
れ
な
い
。
義
歯
は
食
べ
る

だ
け
で
な
く
、
発
声
に
も
必
要

な
こ
と
に
改
め
て
気
づ
く
。「
さ

あ
、
完
成
し
ま
し
た
よ
！
」
と

歯
科
医
師
か
ら
義
歯
を
渡
さ
れ

た
方
は
、
お
も
む
ろ
に
義
歯
を

口
に
運
び
、
ニ
コ
ッ
と
笑
う
。

そ
し
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
が
冒

頭
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
「
イ
イ
ハ
デ
ー
か
ら
イ

レ
バ
デ
ー
」
の
取
り
組
み
は
、

今
後
も
引
き
続
き
行
う
こ
と
が

決
定
し
て
い
る
。
来
年
度
も
ま

た
、
多
く
の
会
員
の
先
生
方
に

ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

「
こ
ん
な
ん
し
て
も
ら
う
の

が
夢
や
っ
た
わ
！
」

こ
れ
は
、
名
前
が
入
っ
た
義

歯
を
本
人
に
返
し
た
と
き
に
い

た
だ
い
た
言
葉
で
あ
る
。
大
げ

さ
に
も
感
じ
る
が
、
歯
が
無
い

方
に
と
っ
て
、
義
歯
が
ど
れ
ほ

ど
大
切
か
を
知
っ
た
瞬
間
で
も

あ
っ
た
。

義
歯
ネ
ー
ム
入
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
保
団
連
が
行
う
イ

レ
バ
デ
ー
（
十
月
八
日
）
か
ら

イ
イ
ハ
デ
ー
（
十
一
月
八
日
）

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
、
歯

の
大
切
さ
を
県
民
に
広
く
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
今

年
、
石
川
県
保
険
医
協
会
歯
科

年
末
・
年
始
の
事
務
局
休
務
の
ご
案
内 

左
記
の
日
程
で
、
事
務
局
を
休
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

【
記
】

二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
九
日
（
木
）
か
ら

二
〇
一
二
年
一
月
五
日
（
木
）
ま
で

講師の㈱再生医療推進機構
の岩堀禎廣技術部長

削る、ラベルを貼りレジンを塗る、研磨担当などに分かれ、2時間で22人分
43床に名前を入れた　　　（10月20日、特別養護老人ホーム・富樫苑にて）

約30人の歯科医師、歯科衛生士らが参加して開かれた再生医療講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （11月6日・ホテル金沢）

治療の相談にのったり世間話をしながら、なごやかに作業
が進んでいく（10月5日、有料老人ホーム・ハマナスにて）

名前が書かれたラベルの上に透明のレジンを塗り、乾燥
させて研磨すると、名前が鮮明に見えるようになる

講師の鶴見大学歯学部口腔内
科学の里村一人教授

石 川 保 険 医 新 聞 2011年12月15日（毎月15日発行）（2）第476号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



公費負担医療等の手引
（2011年8月発行）

●B5判
　定価4,000円（税込〒共）

会員特価

1冊2,000円

わが国における全ての公費負担医療制度を
解説した医療機関必携の書
◆各種医療保険制度、医師法・医療法、介護保険、労災医
療、公害医療、交通事故や外国人の医療等について詳細
に解説。

◆これまでの災害医療の歴史的経緯を踏まえ、東日本大震
災に係る政府・厚労省の災害医療対応を実務的視点から
整理して掲載。

◆複雑な公費レセプト記載の要点について請求事例を用い
て詳しく説明。

◆公費負担医療の患者に対する窓口対応のポイントや、請
求事務における留意事項の記載もさらに充実。

常
は
レ
セ
プ
ト
ご
と
に
計
算
す

る
も
の
で
す
が
、
保
険
者
ご
と

に
世
帯
合
算
し
、
ま
た
、
場
合

に
よ
っ
て
介
護
に
か
か
る
費
用

も
合
算
し
て
世
帯
所
得
別
に
決

め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
た
分

に
関
し
て
償
還
払
い
が
受
け
ら

れ
る
制
度
の
詳
細
が
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

次
に
三
宅
か
ら
医
師
法
・
医

療
法
に
関
す
る
説
明
を
致
し
ま

し
た
。
内
容
は
医
師
・
医
療
機

関
の
権
利
義
務
に
関
し
、
応
召

義
務
、
診
療
録
の
保
存
、
標
榜

科
お
よ
び
広
告
規
制
な
ど
に
つ

い
て
で
し
た
。

次
に
橋
爪
事
務
局
員
か
ら
、

介
護
保
険
、
高
齢
者
に
対
す
る

医
療
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
主
治
医
意
見
書

を
含
め
た
一
連
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
の
流
れ
、
ま
た
県
内
の

実
例
は
な
い
も
の
の
後
期
高
齢

者
で
も
保
険
料
を
滞
納
す
る
と

資
格
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と

が
制
度
上
で
は
あ
り
得
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
再
度
、
工
藤
事
務
局

長
か
ら
、
生
活
保
護
、
身
体
精

神
障
害
、
特
定
疾
患
（
難
病
）、

労
災
、
交
通
事
故
な
ど
に
対
す

る
医
療
制
度
に
関
し
て
、
レ
セ

プ
ト
記
載
の
具
体
例
を
含
め
て

の
各
論
的
な
詳
し
い
話
が
あ
り

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
混
在
し

て
難
解
な
と
こ
ろ
も
多
い
の
で

す
が
、よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
、

利
用
者
さ
ん
が
恩
恵
を
享
受
で

き
る
よ
う
に
、
各
種
の
制
度
を

し
っ
か
り
と
整
理
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル

金
沢
に
お
い
て
『
公
費
負
担
医

療
等
の
手
引
』
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
保
団
連

独
自
の
同
名
の
テ
キ
ス
ト
に

沿
っ
て
医
療
・
介
護
に
お
け
る

各
種
の
負
担
軽
減
制
度
な
ど
を

網
羅
し
て
説
明
す
る
も
の
で
、

三
十
一
医
療
機
関
か
ら
事
務
担

当
の
方
を
中
心
に
五
十
五
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
当
協
会
の
西
田
会
長

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
こ
の
会

を
通
し
て
医
療
機
関
側
が
制
度

の
理
解
を
深
め
、
患
者
さ
ん
、

利
用
者
さ
ん
に
利
益
が
も
た
ら

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
工
藤
事
務
局
長

よ
り
基
本
的
な
医
療
保
険
制
度

と
、
医
療
保
険
の
諸
給
付
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
自
己

負
担
分
の
軽
減
と
な
る
高
額
療

養
費
制
度
は
日
常
業
務
で
も
し

ば
し
ば
遭
遇
す
る
も
の
で
、
通

十
一
月
六
日
（
日
）、

石
川
県
立
音
楽
堂
に
て

「
国
民
皆
保
険
五
十
周

年
企
画
」
と
し
て
、「
い

の
ち
・
国
民
医
療
を
守

る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
な

ら
び
に
映
画
『
い
の
ち
の
山
河
』
上

映
会
を
、
石
川
県
医
師
会
、
石
川
県

歯
科
医
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
団
体
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
年
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
、

国
民
の
平
均
給
与
所
得
の
低
下
は
明

ら
か
で
、
健
康
保
険
料
が
払
え
な
い

人
々
が
増
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

国
民
健
康
保
険
制
度
は
財
政
的
に
危

機
的
な
状
況
と
な
る
一
方
、
医
療
機

関
へ
の
受
診
遅
れ
に
起
因
す
る
死
亡

事
例
が
見
ら
れ
る
。
医
療
機
関
に
視

点
を
移
せ
ば
、
長
く
続
く
医
療
費
抑

制
政
策
に
よ
っ
て
経
営
は
危
機
的
で

あ
り
、
病
院
の
閉
鎖
・
統
廃
合
が
相

次
ぎ
、
多
く
の
医
療
機
関
が
疲
弊
し

て
い
る
状
態
で
あ
ろ
う
。も
う
一
度
、

医
療
や
命
の
大
切
さ
を
問
い
か
け
る

た
め
に
、
年
頭
か
ら
こ
の
企
画
を
立

案
し
た
。

し
か
し
、
三
月
十
一
日
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
国
民
は
さ

ら
な
る
国
難
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
こ
そ
、
国
民
が
力
を
合

わ
せ
苦
難
に
立
ち
向
か
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
の
時
期
に
、
首
相
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
）
へ
の
参
加
を
表
明
し
た
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
は
、
工
業
製
品
、
農
産
品
、
金

融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
取
り
引
き
さ
れ

る
す
べ
て
の
関
税
撤
廃
が
原
則
と
さ

れ
て
い
る
。
医
療
に
お
け
る
影
響
に

つ
い
て
国
は
未
だ
明
確
に
は
し
て
い

な
い
が
、
単
に
営
利
目
的
の
企
業
が

日
本
の
医
療
分
野
に
参
入
し
て
く
る

と
い
っ
た
話
で
は
済
ま
な
い
か
も
し

れ
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
国
際
条
約
で
あ
る
た

め
、
そ
の
拘
束
力
は
日
本
の
国
内
法

よ
り
も
上
位
に
位
置
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
知
的
条

項
も
盛
り
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
米
国
で
は
手
術
と
い
っ
た
技
術

に
対
し
て
も
特
許
の
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
日
本
に
導
入
さ
れ
れ

ば
、
今
の
国
民
皆
保
険
制
度
は
根
幹

か
ら
崩
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。人

の
健
康
、
命
に
差
別
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
、
声
を
上
げ

て
、
日
本
の
医
療
制
度
を
自
分
た
ち

の
手
で
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

守
ろ
う
日
本
の
医
療
制
度

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
命
が
危
な
い

国
民
皆
保
険
制
度
も
危
機

国
民
皆
保
険
制
度
も
危
機

31医療機関から55人が参加して開かれた『公費負担医療等の手引』説明会
（11月27日・ホテル金沢）

保険医協会講師陣、左から三宅靖理事、工藤浩司事務局長、橋爪真奈美事務局員
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『公費負担医療等の手引』説明会

患者さんのために
制度の深い理解を

理事　三宅　靖（金沢市・内科）



患
者・医
療
者
が
つ
ど
い
、

国
民
皆
保
険
の
理
念
を
確
認

患
者・医
療
者
が
つ
ど
い
、

国
民
皆
保
険
の
理
念
を
確
認

い
の
ち
の
尊
厳
と
医
療
を
守
る
た
め

国民皆保険50周年共同企画国民皆保険50周年共同企画

今
回
の
企
画
の
目
玉
は
、
リ

レ
ー
ト
ー
ク
と
映
画
上
映
で
あ

る
。
映
画
の
お
話
し
は
ほ
か
に

譲
る
と
し
て
、
独
自
企
画
で
あ

る
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
報

告
し
た
い
。

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画

は
、「
豪
雪
・
貧
困
・
多
病
」

と
い
う
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

い
た
岩
手
県
の
沢
内
村
が
、
全

国
に
先
駆
け
て
高
齢
者
医
療

費
・
乳
児
医
療
費
の
無
料
化
を

実
現
し
た
様
子
を
描
い
た
も
の

で
、
本
企
画
の
趣
旨
に
合
致
し

た
す
ば
ら
し
い
内
容
の
も
の
で

し
た
。

以
下
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
つ

い
て
の
詳
報
と
、
当
日
採
択
さ

れ
た
「
ア
ピ
ー
ル
」
を
掲
載
し

ま
す
。（

事
務
局
長　

工
藤
浩
司
）

本
音
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で

皆
保
険
制
度
を
守
ろ
う

副
会
長

　大
平

　政
樹
（
金
沢
市
・
外
科
）

「
国
民
皆
保
険
制
度
の
主
役

で
あ
る
現
場
の
声
を
届
け
た

い
」
そ
の
思
い
が
来
賓
あ
い
さ

つ
を
抜
き
に
し
た
本
音
の
ト
ー

ク
と
な
っ
た
。
発
表
順
も
実
に

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

ま
ず
、
患
者
さ
ん
の
声
。
乳

が
ん
患
者
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
か

ら
、
今
本
桂
子
さ
ん
。
効
果
と

副
作
用
ば
か
り
が
話
題
に
な
る

抗
が
ん
剤
だ
が
、
そ
の
支
払
い

が
患
者
さ
ん
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
実
態
。
二
人
目
の

新
日
本
婦
人
の
会
、
飯
森
博
子

さ
ん
は
、
石
川
県
で
立
ち
後
れ

て
い
る
「
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
」
運
動
の
実
践
報
告
。
三
人

目
は
、
医
療
福
祉
問
題
研
究
会

か
ら
、
道
見
藤
治
さ
ん
。
自
身

が
精
神
障
害
を
持
つ
中
で
、
保

険
料
の
支
払
い
の
矛
盾
を
鋭
く

分
析
さ
れ
て
い
た
。四
人
目
は
、

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
を
代

表
し
て
表
志
津
子
さ
ん
。
五
人

目
は
、
城
北
病
院
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
吉
原
和
代
さ
ん
。

国
保
資
格
証
明
書
が
医
療
現
場

に
も
た
ら
す
混
乱
を
怒
り
と
共

に
報
告
さ
れ
た
。
最
後
は
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
の
後
援
団
体
で

も
あ
る
県
医
師
会
か
ら
、
紺
谷

一
浩
さ
ん
。
内
灘
で
地
域
医
療

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
実
践
の

中
か
ら
、
医
師
会
が
取
り
組
む

皆
保
険
制
度
へ
の
熱
い
思
い
を

繰
り
返
し
語
ら
れ
た
。

最
後
に
司
会
者
が
全
体
を
簡

単
に
総
括
。
東
日
本
大
震
災
が

も
た
ら
し
た
未
曾
有
の
悲
劇
。

図
ら
ず
も
、
そ
の
中
で
証
明
さ

れ
た
医
療
の
根
源
的
重
要
性
。

人
は
医
療
な
し
で
は
生
き
て
い

け
な
い
。
命
を
守
り
、
人
と
し

て
の
生
き
様
を
守
る
。
そ
れ
を

会
場
全
体
で
共
有
で
き
た
意
味

は
大
き
い
。

「
こ
こ
に
集
う
皆
さ
ん
の
心

が
一
つ
に
な
れ
ば
、
未
来
は
開

け
ま
す
。
今
日
披
露
さ
れ
た

ト
ー
ク
の
一
つ
ひ
と
つ
の
意
味

を
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
、
共
に
皆

保
険
制
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
」

司
会
者
の
言
葉
を
ま
と
め
と
し

た
い
。

一
九
六
一
年
、
国
民
健
康
保

険
法
が
改
正
さ
れ
、
国
民
皆
保

険
が
実
現
し
ま
し
た
。
今
年
は

ち
ょ
う
ど
五
十
年
目
の
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

改
め
て
国
民
皆
保
険
の
理
念
を

確
認
し
、
そ
れ
を
よ
り
発
展
さ

せ
る
た
め
、
十
一
月
六
日
の
午

後
一
時
か
ら
「
い
の
ち
の
尊
厳

と
医
療
を
守
る
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
、保
険
医
協
会
、

石
川
県
社
保
協
な
ど
五
団
体
で

構
成
し
た
実
行
委
員
会
に
よ
り

準
備
し
た
も
の
で
、
県
医
師
会

や
県
歯
科
医
師
会
は
じ
め
県
内

の
医
療
関
係
十
二
団
体
の
後
援

を
い
た
だ
き
実
現
し
た
も
の
で

す
。
会
場
と
な
っ
た
石
川
県
立

音
楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル
に
は
、

三
百
八
十
五
人
の
県
民
の
皆
さ

ん
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。冒

頭
、
実
行
委
員
会
の
委
員

長
で
あ
る
西
田
直
巳
保
険
医
協

会
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
引
き
続
き
、「
い
の
ち
・

国
民
医
療
を
守
る
リ
レ
ー
ト
ー

ク
」
が
行
わ
れ
、
患
者
あ
る
い

は
医
療
者
の
立
場
か
ら
、
国
民

皆
保
険
に
対
す
る
切
実
な
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
い
の
ち
の
尊
厳

と
医
療
を
守
る
県
民
へ
の
ア

ピ
ー
ル
」
が
参
加
者
の
大
き
な

拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
、
最
後

に
映
画
「
い
の
ち
の
山
河
」
が

リレートークを行った報告者の皆さん　（11月６日・石川県立音楽堂）

いのちの尊厳と医療を守るアピール
1961年4月、すべての国民が公的な医療保険に加入することとなった「国民皆保険」が実

現してから、今年はちょうど50年目の節目の年を迎えます。
「国民皆保険」は、憲法第25条の生存権保障の理念を具現化したもので、一人一人の国民が、

いつでも、どこでも、だれもが、必要な医療を必要なだけ受けられるようになることを意
味します。これにより国民のおよそ 3 割を占めていた「無保険者」が制度上は解消されま
した。また、その後も国民は粘り強く医療・社会保障要求を掲げ、国民健康保険の給付率
も引き上げられていきました。こうして医療保険制度は「加入者相互の助け合い」の制度
から、国民の医療を受ける権利を保障する制度へと大きくその姿を変えたのです。さらに
岩手県の沢内村では、1961年に高齢者・乳児の医療費無料化を実現させ、その後、地域住民
の要求の高まりの中、医療費無料化の波が全国に広がり、1973年には国の制度として高齢者
医療費の無料化が現実のものとなりました。

ところが、80年代以降の「臨調・行革路線」、90年代以降の「構造改革」の中で、医療保
障の分野においても自助、自立、自己責任が強調され、医療費抑制と患者負担増の方向へ
大きく舵が切られました。高齢者医療費の有料化、健康保険本人負担とその後の絶え間な
い患者自己負担増、国保への国庫補助金削減、保険料滞納者に対する被保険者証の取り上
げと資格証明書交付・「無保険者」の増大、高齢者を差別する後期高齢者医療制度の創設、
医師数・看護職員数の不足と医療労働者の過重勤務による「医療崩壊」等です。これらの
施策は、「患者が必要な医療を必要なだけ受ける権利」を保障するものと言えるでしょうか。

今年 3 月11日の東日本大震災は、医療や介護、障害のある人の福祉、保育など社会保障サー
ビスの公的保障がなければ人は生きていけないことを改めて明らかにしました。しかしな
がら、先ごろ公表された「税と社会保障の一体改革」案は、まったく逆の視点に立ってい
ます。医療の分野に限っても、2025年度までに外来医療費の5％を削減する目標や、受診の
たびごとに通常の定率負担に加えて100円の定額負担を導入するなど、医療費抑制と患者負
担増の方向性を維持したままです。国民皆保険は、いまや崩壊の危機に瀕しています。

国民皆保険から50年の今日、基本的人権のひとつであり、「人類の多年にわたる自由獲得
の努力の成果」である「国民皆保険」の理念を貫徹させる取り組みが必要です。誰もが必
要な医療を必要なだけ受けることができるようにするため、現物給付を徹底させ、窓口負
担の無料化、国庫負担の拡充、資格証明書制度の廃止、必要な医療を保障する診療報酬水準、
医師養成数の拡大など、国民皆保険制度の拡充が不可欠です。私たちは、いのちの尊厳と
医療を守るために、手を携えあっていくことを宣言します。 

2011年11月6日

 いのちの尊厳と医療を守るつどい参加者一同

石 川 保 険 医 新 聞 2011年12月15日（毎月15日発行）（4）第476号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



理事　三宅　靖（金沢市・内科）

「見逃してはいけない」「見逃してはいけない」
第21回

ちょっとしたカンファランスの雰囲気で

新
シリーズ

「何でも学術! 何でも回答？ よろず勉強会」

第
二
十
一
回
「
何
で
も
学

術
！　

何
で
も
回
答
？　

よ
ろ

ず
勉
強
会
」
が
、
十
一
月
十
七

日
近
江
町
交
流
プ
ラ
ザ
第
一
研

修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
勉
強
会
で
は
、「
歯
科
か
ら

医
科
へ
の
発
信
を
ひ
と
つ
の
柱

と
し
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
よ
り
、
も
う
一
つ

の
柱
と
し
て
「
見
逃
し
て
は
い

け
な
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
ま
し

た
。今

回
は
、
そ
の
第
一
回
目
の

講
師
を
金
沢
医
療
セ
ン
タ
ー
内

科
系
診
療
部
長
の
吉
村
光
弘
先

生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
目
新

し
い
企
画
で
あ
っ
た
た
め
か
、

診
療
科
が
多
岐
に
わ
た
る
十
八

人
の
会
員
の
先
生
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
内
容
も
、
期
待
に
た

が
わ
ず
大
変
に
興
味
深
い
も
の

で
し
た
。
吉
村
先
生
は
「
こ
の

患
者
さ
ん
を
帰
宅
さ
せ
て
よ
い

か
、
あ
る
い
は
入
院
さ
せ
る
べ

き
か
」
で
、
常
に
悩
む
こ
と
が

多
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
わ
れ
わ
れ
開
業
医
に
と
っ

て
の
「
自
分
の
と
こ
ろ
で
診
る

べ
き
か
、
あ
る
い
は
病
院
に
紹

介
状
を
書
く
べ
き
か
」
と
い
う

悩
み
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
基
準
と
し
て
、
ま
ず

先
入
観
を
排
し
て
「
何
か
、
お

か
し
い
」
と
気
付
く
こ
と
が
第

一
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
感
度
の
高
い

検
査
の
陰
性
を
も
っ
て
可
能
な

限
り
の
除
外
診
断
を
行
い
、
さ

ら
に
特
異
度
の
高
い
検
査
を

行
っ
て
、
確
定
診
断
に
至
る
と

十
月
三
十
日
（
日
）
輪
島

市
文
化
会
館
に
お
い
て
、「
傷

の
正
し
い
治
し
方
」
と
題
し

て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
能

登
北
部
医
師
会
と
の
共
催
で

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、五
十
四
人
が
参
加
し
た
。

講
師
の
水
原
章
浩
氏
（
東
鷲

宮
病
院
副
院
長
）の
お
話
は
、

昨
年
金
沢
に
お
い
て
大
変
好

評
だ
っ
た
た
め
、
ぜ
ひ
能
登

地
区
会
員
の
皆
様
に
も
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
実
現
と
な
っ
た
。

伊
藤
英
章
能
登
北
部
医
師

会
副
会
長
の
ご
あ
い
さ
つ
に

続
き
、傷
は
「
消
毒
し
な
い
」

「
水
で
洗
う
」「
乾
か
さ
ず
に

被
覆
す
る
」
の
三
原
則
を
実

践
し
、
ま
る
で
魔
法
の
よ
う

に
傷
や
褥
瘡
を
次
々
と
治
し

て
い
く
水
原
氏
の
豊
富
な
症

例
供
覧
は
、
二
時
間
を
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ご
さ
せ
て
く

れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に

は
創
傷
治
癒
の
科
学
が
あ

り
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
り
、

そ
し
て
何
よ
り
も
患
者
と
正

面
か
ら
向
き
合
う
実
践
が
あ

る
こ
と
が
、
心
に
響
く
講
演

で
あ
っ
た
。

今
回
も
、医
師
や
看
護
師
、

介
護
職
員
等
が
同
じ
時
間
を

共
有
す
る
「
医
師
と
コ
・
メ

デ
ィ
カ
ル
」
の
真
骨
頂
を
発

揮
し
た
集
い
と
な
り
、
能
登

地
区
の
多
職
種
連
携
が
さ
ら

に
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
来
年
度
も
こ
の
よ
う
な

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
in
能
登
北
部

申込み １月27日まで（講師の先生への質問がある場合は、
1月20日まで）にお申し込みください。

対　象

ところ

保険医協会会員
（参加は無料、定員は先着３０人とさせていただきます）

近江町交流プラザ ４階「研修室１」
※駐車場は近江町いちば館併設の駐車場へ（無料）

と　き ２０１2年2月2日（木）
午後７時１５分～午後８時４５分

講　師 やわたデンタルクリニック院長
中新　敏彦 先生

メイン
テーマ

日ごろの疑問の解決のために日ごろの疑問の解決のために

第22回 なんでも学術!第22回 なんでも学術!
なんでも回答? よろず勉強会なんでも回答? よろず勉強会

電話：０７６（２２２）５３７３／ＦＡＸ：０７６（２３１）５１５６
主催　石川県保険医協会／学術・保険部

インプラント講座
（医科の先生のために）

い
う
プ
ロ
セ
ス
の
お
話
が
あ

り
、
会
場
で
は
頷
き
な
が
ら
聞

き
入
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。今

回
の
勉
強
会
で
は
、
吉
村

先
生
の
豊
富
な
臨
床
経
験
の
中

か
ら
、
多
く
の
症
例
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
肢
の
骨

折
で
ギ
プ
ス
固
定
を
し
た
の
ち

の
重
症
の
肺
梗
塞
、
薬
剤
併
用

に
伴
う
Ｑ
Ｔ
延
長
に
よ
る
意
識

消
失
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
に
よ
る

急
性
腎
不
全
な
ど
、ま
さ
に「
怖

い
症
例
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
提
示
さ
れ
た
症
例
の

う
ち
、再
発
性
多
発
性
軟
骨
炎
、

リ
ウ
マ
チ
性
多
発
性
筋
痛
症
、

Ｒ
Ｓ
３
Ｐ
Ｅ
症
候
群
、
食
物
依

存
性
運
動
誘
発
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
な
ど
は
フ
ロ
ア
ー
か
ら
即

座
に
正
確
な
診
断
が
出
る
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
し

た
。こ

の
勉
強
会
で
は
、
出
席
さ

れ
た
先
生
方
に
「
ち
ょ
っ
と
得

を
し
て
」
お
帰
り
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は「
と
っ
て
も
得
を
し
た
」

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
「
見
逃
し
て
は

い
け
な
い
」
シ
リ
ー
ズ
を
続
け

て
い
く
予
定
で
す
。
お
一
人
で

も
多
く
の
先
生
方
に
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

理事　小川　滋彦（金沢市・内科）

傷や褥瘡を魔法のように直すテク傷や褥瘡を魔法のように直すテク傷や褥瘡を魔法のように直すテク傷や褥瘡を魔法のように直すテク
昨年好評の水原章浩氏を招き

自宅、医療機関に準じる場所以外での診療には、医療機関の開設届けが
必要です。これには、院外でのインフルエンザ予防接種も含まれます。保
険診療ではないから、関係ないというわけにはいきません。ご注意をお願
いします。

ところで、このインフルエンザワクチンの院外での接種ですが、昨年よ
り取り扱いがかなり緩和されています。すでに、金沢市保健所や、県医療
対策課からＦＡＸなどで連絡があったとおりです。

緩和の概略ですが、①公的機関、医療法人が行う場合は、巡回診療計画
書を所轄保健所へ届けるだけで可②その他の個人診療所が行う場合は、医
療機関の開設届けが必要。ただし、届け出は以前より簡素化されている。

という内容です。詳しくは、所轄保健所へご確認ください。

院外でのインフルエンザ予防接種にご注意を！

「何かおかしい・・・」と気付くためのヒントが盛りだくさんの新シリーズ
（11月17日・近江町交流プラザ）

講師の金沢医療センター内科系
診療部長の吉村光弘先生

54人の医師、コ・メディカルが集まり開かれた「医師とコ・メディカルの
ための講演会 in 能登北部」　　　　　　　　 （10月30日・輪島市文化会館）

石 川 保 険 医 新 聞（5）2011年12月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第476号



経
口
摂
取
し
て
い
な
い
要
介
護
高
齢
者・児
の

栄
養
支
援
に
、歯
科
は
何
が
で
き
る
の
か
？

副
会
長

　平
田

　米
里
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

第
八
回
食
育
講
演
会

舘
村
卓
氏
を
講
師
に

テーマ十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
前

九
時
半
か
ら
、ホ
テ
ル
金
沢
で
、

第
八
回
食
育
講
演
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
経
口

摂
取
し
て
い
な
い
要
介
護
高
齢

者
・
児
の
栄
養
支
援
に
歯
科
は

何
が
で
き
る
の
か
？
」
で
、
講

師
は
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
准
教
授
の
舘
村
卓
氏
。
会

場
に
は
歯
科
医
師
お
よ
び
歯
科

衛
生
士
三
十
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。講

演
は
内
容
豊
富
で
、
三
時

間
十
五
分
に
も
及
ぶ
長
い
も
の

で
し
た
が
、
随
所
に
ユ
ー
モ
ア

を
盛
り
込
ん
だ
巧
み
な
話
術
の

た
め
か
、
飽
き
る
こ
と
な
く
、

笑
い
転
げ
て
い
る
う
ち
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。舘

村
先
生
は
、
三
十
年
ほ
ど

前
に
大
学
で
鼻
咽
腔
閉
鎖
不
全

の
診
断
・
治
療
に
携
わ
り
始

め
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
対
処
法

が
嚥
下
障
害
に
も
応
用
で
き
る

こ
と
を
知
っ
た
こ
と
で
、
口
腔

機
能
障
害
の
治
療
に
も
関
与
す

る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て
講
演
内
容
は
、
そ

れ
以
降
の
口
蓋
裂
や
神
経
筋
難

病
、
脳
血
管
障
害
、
認
知
症
な

ど
の
方
々
に
対
し
て
口
腔
機
能

（
食
べ
る
・
話
す
）
障
害
の
治

療
に
携
わ
っ
た
経
験
や
、
得
意

と
す
る
筋
電
図
等
の
臨
床
口
腔

生
理
学
研
究
等
を
基
に
構
成
し

た
格
調
高
い
も
の
と
思
え
ま
し

た
。
ま
た
、
単
に
「
通
説
」
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
を

良
し
と
せ
ず
、
明
確
な
エ
ビ
デ

ン
ス
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
研

究
ス
タ
ン
ス
に
も
敬
服
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
下
、
氏
の
講
演
の
イ
ン
ト

ロ
部
分
を
中
心
に
紹
介
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

今
ま
で
の
歯
科
医
療
で
は
、

「
通
院
が
で
き
て
歯
科
用
チ
ェ

ア
に
も
座
れ
、
指
示
に
従
え
る

人
」
を
対
象
に
治
療
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
治
療
す
れ
ば
咀
嚼

嚥
下
機
能
が
回
復
す
る
ケ
ー
ス

を
主
に
扱
っ
て
き
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を

回
復
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
近
年

で
は
救
急
救
命
医
療
が
発
達
し

て
救
命
率
が
向
上
し
ま
し
た

が
、
急
性
期
で
の
治
療
現
場
で

は
『
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
』
は

最
後
と
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
、
口
腔
機
能
が
元
の
状
態

に
回
復
し
な
い
ま
ま
退
院
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
講
演
会
は
食
育

講
演
会
と
銘
打
っ
て
い
ま
す

が
、「
農
水
省
や
文
科
省
の
い

う
食
育
」
は
、「
自
分
で
、
安

全
に
食
べ
ら
れ
、
栄
養
吸
収
も

で
き
る
」
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
い
て
、「
そ
の
条
件
が
欠
け

る
と
対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と

を
ま
ず
お
話
し
し
て
お
き
ま

す
」
と
の
前
置
き
の
後
、「
今

回
は
こ
れ
ら
の
『
経
口
摂
取
で

き
な
い
場
合
』
に
お
け
る
『
歯

科
の
取
り
組
み
』
に
つ
い
て
お

話
し
す
る
こ
と
に
し
ま
す
」と
、

講
演
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
、
抜
粋
し
た
い
く
つ
か

の
項
目
に
簡
単
な
メ
モ
を
添
え

る
形
で
紹
介
し
ま
す
。

《
何
故
に
経
口
摂
取
が
望
ま

れ
る
の
か
》
で
は
、
非
経
口
摂

取
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
栄

養
剤
に
よ
る
「
ふ
く
よ
か
な
栄

養
失
調
」
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
嚥
下
リ
ハ
で
は
口
腔
咽

頭
機
能
の
回
復
と
と
も
に
、
咽

頭
機
能
に
応
じ
た
食
物
の
調
理

法
が
望
ま
れ
る
。
一
方
、
経
口

摂
取
の
難
し
い
理
由
は
呼
吸
と

同
じ
経
路
を
使
う
こ
と
に
あ

る
。《

嚥
下
障
害
を
疑
っ
た
ら
》

で
は
、
Ｖ
Ｆ
や
Ｖ
Ｅ
は
ゴ
ー
ル

ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
？　

安
全

に
嚥
下
検
査
が
で
き
る
条
件
や

正
常
像
を
知
る
こ
と
が
必
要
。

《
何
故
、
人
は
誤
嚥
す
る
の

か
》
で
は
、
馬
と
違
っ
て
、
人

に
は
咽
頭
が
あ
る
故
。

《
食
物
摂
取
機
能
の
発
達
過

程
、（
初
期
・
中
期
・
後
期
）》

で
は
、
哺
乳
時
、
乳
児
嚥
下
の

特
徴
、
成
人
と
の
比
較
に
よ
り

理
解
度
を
高
め
る
。
離
乳
が
可

能
な
条
件
は
首
が
据
わ
り
、
原

始
反
射
が
消
え
る
こ
と
。
離
乳

初
期
の
食
物
の
要
件
等
に
関
し

て
理
解
す
る
こ
と
。

そ
の
ほ
か
、
ボ
タ
ン
訓
練
法

は
効
く
の
か
、姿
勢
と
開
口
量
、

仰
臥
位
と
横
隔
膜
、
嚥
下
補
助

装
置
、
粘
性
に
左
右
さ
れ
る
至

適
嚥
下
量
・
・
・
な
ど
と
続
き

ま
し
た
。
詳
細
を
知
り
た
い
方

に
は『
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
キ
ュ

ア
と
ケ
ア
・
医
歯
薬
出
版
・
舘

村
卓　

著
』
が
参
考
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
（
ペ
ー
ジ
の
合
間

に
囲
み
記
事
の
よ
う
に
配
置
さ

れ
て
い
る
三
十
七
個
の
Ｎ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
も
面
白
い
。
た
と
え
ば
、
Ｎ

24
「
お
粥
に
す
る
と
上
手
く
嚥

下
で
き
る
か
―
食
事
の
途
中
で

む
せ
出
す
の
は
な
ぜ
か
」、
Ｎ

35
「
な
ぜ
臼
歯
部
か
ら
口
腔
ケ

ア
す
る
の
か
」
な
ど
）。

今
回
は
、
紙
面
不
足
で
と
て

も
書
き
込
め
ま
せ
ん
。最
後
に
、

氏
の
決
め
せ
り
ふ
『
実
践
な
き

理
論
は
無
力
、
理
論
な
き
実
践

は
暴
力
』
を
紹
介
し
て
、
報
告

を
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

最
近
、
会
議
・
行
事
日
程

が
立
て
込
ん
で
い
る
。
そ
の

分
、
議
論
、
協
議
内
容
も
多

く
な
り
、
今
日
の
理
事
会
も

三
時
間
を
超
え
た
。

報
告
事
項
の
主
な
も
の

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
総

務
部
か
ら
は
新
規
開
業
懇
談

会
や
金
沢
市
国
保
問
題
対
策

会
議
と
「
い
の
ち
を
ま
も
る

一
〇
・
二
〇
国
民
集
会
」、
経

営
・
共
済
部
か
ら
は
保
険
医

年
金
普
及
結
果
と
来
年
の
課

題
、
歯
科
部
か
ら
は
講
演
会

企
画
と
「
歯
科
医
療
危
機
突

破
決
起
集
会
」、
学
術
・
保

険
部
か
ら
は
能
登
地
区
講
演

会
と
よ
ろ
ず
勉
強
会
、医
療
・

福
祉
部
か
ら
は
保
団
連
地
域

医
療
対
策
部
会
と
地
域
医
療

交
流
集
会
、
機
関
紙
・
文
化

部
か
ら
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
と
座
談
会
企
画
の
提

案
。協

議
事
項
で
は
、
来
年
の

総
会
記
念
講
演
会
の
講
師
選

定
に
関
し
て
、
統
一
見
解
を

ま
と
め
た
。
ま
た
、
保
団
連

か
ら
の
審
査
対
策
ア
ン
ケ
ー

ト
の
担
当
者
が
選
定
さ
れ

た
。
そ
し
て
、「
国
民
皆
保

険
五
十
周
年
企
画
」
の
ア

ピ
ー
ル
案
や
在
宅
医
訪
問
の

取
材
対
象
者
に
つ
い
て
の
協

議
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
医
療
に

つ
い
て
な
ど
、
広
範
囲
に
わ

た
る
議
論
が
さ
れ
た
。

【
小
島　

記
】

（11月1日・１２人出席）

第14回 理事会点描

TPPと医療を
議論

TPPと医療を
議論

外
気
が
急
に
冷
え
込
み
、

司
会
者
と
し
て
は
理
事
会
の

終
了
時
刻
を
厳
格
に
守
ろ
う

と
臨
ん
だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

を
始
め
課
題
が
山
積
し
て
い

た
た
め
、
今
日
も
遅
く
ま
で

の
議
論
と
な
っ
た
。

総
務
部
か
ら
は
、
先
日
開

催
し
た
「
国
民
皆
保
険
五
十

周
年
記
念
」
行
事
に
三
百
八

十
五
人
の
参
加
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
次
回

理
事
会
で
、
そ
の
活
動
報
告

の
要
約
が
提
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
三
月
十
一

日
以
降
、
当
協
会
が
力
を
入

れ
取
り
組
ん
で
き
た「
原
発
・

い
の
ち
・
み
ら
い
」
シ
リ
ー

ズ
に
つ
い
て
だ
が
、
講
演
会

と
し
て
は
締
め
く
く
り
と
す

る
方
向
と
な
り
、
来
年
二
月

の
総
会
記
念
講
演
に
琉
球
大

学
の
矢
ヶ
崎
克
馬
先
生
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
々
に

聴
い
て
い
た
だ
き
、
放
射
能

や
原
子
力
の
問
題
を
共
に
考

え
て
い
き
た
い
。
経
営
・
共

済
部
で
は
、
懸
案
事
項
で
あ

る
休
業
保
障
制
度
再
開
に
向

け
て
の
制
度
見
直
し
が
、
保

団
連
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
歯
科
部
か

ら
は
、
今
年
度
発
刊
予
定
で

あ
っ
た
『
食
育
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
』
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

内
容
を
充
実
さ
せ
た
上
で
、

発
刊
は
次
年
度
に
な
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。
機
関
紙
・

文
化
部
か
ら
は
、
今
週
予
定

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
企
画
内
容
の
報
告
が
あ

り
、
保
険
医
新
聞
新
年
号
の

内
容
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
今
後

の「
よ
ろ
ず
勉
強
会
」シ
リ
ー

ズ
の
計
画
、
医
療
福
祉
部
か

ら
は
地
域
連
携
室
訪
問
や
在

宅
医
訪
問
な
ど
の
取
材
計
画

の
進
捗
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
未
だ
国

民
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

て
は
お
ら
ず
、
医
療
問
題
で

ど
の
よ
う
な
影
響
が
も
た
ら

さ
れ
る
の
か
ま
っ
た
く
不
透

明
で
あ
る
。私
た
ち
理
事
も
、

こ
の
問
題
に
関
し
て
早
急
に

学
習
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
会

員
の
皆
さ
ん
と
の
学
習
の
機

会
を
設
け
た
い
と
も
考
え
て

お
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
希
望
し
て

い
る
。

【
斉
藤　

記
】

（11月15日・１２人出席）

第15回 理事会点描

やはりTPPが
深刻

やはりTPPが
深刻

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
1
、
３
を
決
め
て
か
ら
５
と
コ
ス

ム
の
が
好
手
段
。
白
６
に
黒
７
で
白
死

で
す
。
黒
１
で
３
は
白
イ
黒
１
白
４
で

失
敗
。
黒
３
で
す
ぐ
に
５
は
白
6
黒
７

白
ロ
で
白
生
き
で
す
。

囲

解
答

碁4

65 7
3

21 イ ロ

☗
２
二
金
打
☖
１
三
玉
☗
２
三

金
☖
同
玉
☗
２
四
金
☖
１
二
玉

☗
1
三
歩
☖
同
桂
☗
２
三
金
☖

同
玉
☗
３
三
馬
☖
１
二
玉
☗
２

二
金
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
平
凡
に
☗
２
二
金
打

か
ら
☗
２
三
金
が
好
手
順
で
、

☗
２
四
金
☖
１
二
玉
に
☗
1
三

歩
☖
同
桂
と
し
て
☗
２
三
金
捨

て
が
う
ま
い
決
め
手
と
な
り
ま

す
。 将

棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

１
＋
２
で
、答
え
は「
３
」

（
問
題
10
面
）
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保団連公害視察会で、福島県飯舘村へ

事務局　小野　栄子（福島県伊達市出身）

いい村をつくろう 何度でも

十
月
十
五
・
十
六
日
、
第

二
十
六
回
保
団
連
公
害
視
察
会

が
福
島
県
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
六
十
八
人
が
参
加
し
た

（
詳
し
く
は
全
国
保
険
医
新
聞

二
〇
一
一
年
十
一
月
五
日
号
参

照
）。
こ
こ
で
は
二
日
目
、
計

画
的
避
難
準
備
区
域
の
飯
舘
村

を
訪
問
し
た
印
象
記
も
含
め
、

現
在
の
飯
舘
村
を
伝
え
た
い
。

　
　
　
　

◇

自
然
豊
か
な
山
あ
い
に
あ
る

飯
舘
村
。
紅
葉
で
う
っ
す
ら
色

づ
く
森
は
美
し
か
っ
た
が
、
人

け
が
な
く
、
カ
ー
テ
ン
が
閉
め

ら
れ
た
家
、
放
置
さ
れ
た
田
畑

の
様
子
に
避
難
区
域
で
あ
る
こ

と
を
否
応
な
く
意
識
さ
せ
ら
れ

た
。
か
つ
て
、「
若
妻
の
翼
」

や
村
営
書
店
な
ど
、
ア
イ
デ
ィ

ア
あ
ふ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

活
気
溢
れ
た
村
は
、
ま
る
で
遺

跡
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
。

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
に
よ
り
全
村
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
人
口
約
六
千
百
人
、

牛
約
三
千
頭
の
村
は
、
今
や
、

役
場
に
併
設
さ
れ
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
い
い
た
て
ホ
ー

ム
」
の
入
居
者
約
百
人
と
村
民

十
三
人
を
残
す
の
み
と
な
っ
た

（
二
〇
一
一
年
十
月
現
在
）。

「
全
村
避
難
」
と
言
う
が
、

留
ま
る
村
民
が
い
る
こ
と
に
頭

を
か
し
げ
る
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
特
養
入
居
者
は
全
員
、
家

族
が
こ
こ
に
留
め
て
ほ
し
い
と

言
っ
た
人
々
だ
。
震
災
関
連

死
が
た
び
た
び
報
道
さ
れ
る

中
、
留
ま
る
こ
と
で
守
れ
る
命

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

判
断
し
た
村
は
、
国
と
の
交
渉

で
、
特
養
入
居
者
を
無
理
に
避

難
さ
せ
な
い
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、
特
養
の
職
員

も
避
難
先
か
ら
通
勤
す
る
。
特

養
を
含
め
、
震
災
前
に
九
十
社

あ
っ
た
法
人
の
う
ち
、
残
っ
た

の
は
九
社
。
被
雇
用
者
数
は

五
百
五
十
人
に
上
る
。

さ
ら
に
、
村
民
の
仕
事
づ
く

り
の
た
め
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
組
織
し
、
四
百
人
を
雇
用
し

た
。
村
民
は
近
隣
の
避
難
先
か

ら
飯
舘
村
に
通
勤
し
、
年
間

二
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
内
に
な

る
よ
う
管
理
さ
れ
て
い
る
。
村

民
の
「
健
康
」
の
確
保
は
最
優

先
で
行
う
べ
き
こ
と
。
そ
の
上

で
、村
民
の
「
暮
ら
し
」（
雇
用
）

を
い
か
に
守
る
か
を
考
え
た
末

の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
対

し
、
村
内
外
か
ら
は
批
判
も
多

い
。
菅
野
典
雄
村
長
に
は
「
住

民
を
モ
ル
モ
ッ
ト
に
す
る
気

か
」
と
の
罵
詈
（
ば
り
）
雑
言

も
多
数
寄
せ
ら
れ
る
。
村
民
か

ら
も
「
除
染
に
三
千
憶
円
以
上

も
か
け
る
な
ら
買
い
上
げ
を
」

と
の
批
判
も
上
が
る
。
さ
ら
に

は
、
避
難
せ
ず
に
留
ま
る
人
、

帰
村
を
希
望
す
る
人
も
い
る
。

村
民
の
思
い
も
一
つ
で
は
な

い
。
特
に
高
齢
者
は
帰
村
へ
の

思
い
が
強
い
。
生
ま
れ
育
っ
た

故
郷
、
そ
こ
に
築
い
た
家
、
田

畑
、
家
族
、
友
人
、
会
社
、
学

校
、
代
々
の
お
墓
が
あ
る
。
慣

れ
親
し
ん
だ
風
景
と
と
も
に
生

活
の
す
べ
て
を
失
う
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
村
民
の
不
安
と
悲

し
み
を
想
像
す
る
。

一
方
、
い
っ
た
ん
村
を
出
て

隣
接
す
る
川
俣
町
に
入
れ
ば
、

飯
舘
村
と
は
全
く
異
な
る
日
常

の
光
景
が
流
れ
る
。
作
物
が
実

る
田
畑
、散
歩
を
す
る
人
々
。境

界
を
隔
て
た
だ
け
で
、
こ
れ
ほ

ど
の
落
差
が
あ
る
こ
と
に
驚
く
。

福
島
県
や
中
途
半
端
な
立
場

に
あ
る
飯
舘
村
は
、
他
県
・
他

地
域
以
上
に
揺
れ
て
い
る
。
理

想
を
貫
き
た
く
て
も
、
目
の
前

に
突
き
付
け
ら
れ
た
現
実
を
克

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
除
染
か
避
難
か
、

命
か
暮
ら
し
か
、
安
全
か
安
心

か
、
そ
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ

る
。
二
者
の
い
ず
れ
か
で
は
な

く
、
い
ず
れ
も
尊
重
す
る
選
択

肢
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

考
え
る
た
び
に
焦
り
と
無
力
感

に
襲
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
菅

野
村
長
は
村
内
外
に
呼
び
か
け

る
。「
い
い
村
を
つ
く
ろ
う
。

何
度
で
も
」
と
。
そ
の
固
い
決

意
は
、
村
民
に
提
示
し
た
「
希

望
プ
ラ
ン
」に
も
表
れ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
六
月
に
は
「
未

来
の
翼
」
と
題
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
ド
イ
ツ
に
送
っ
た
。
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
や
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
視
察
す
る
た
め

に
。
こ
ん
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ

夢
を
語
る
。
な
ん
と
も
飯
舘
村

ら
し
い
取
り
組
み
だ
。「
ま
で

い（
真
手
い
、真
心
）の
村
」は
、

き
っ
と
復
興
を
と
げ
る
だ
ろ

う
。飯
舘
村
の
復
旧
・
復
興
を
支

援
し
、
見
守
っ
て
い
く
。
そ
う

決
意
し
、飯
舘
村
を
後
に
し
た
。

高
齢
者
は
、
環
境
の
変
化
へ

の
対
応
が
困
難
な
場
合
が
多
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

如
実
に
現
れ
る
の
が
、
入
院
で

す
。入
院
し
た
ら
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
歩
け
な
く
な
っ
た
と
か
、

認
知
症
が
進
ん
だ
と
か
、
家
族

か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
ま
す
。
リ

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ダ
メ
ー
ジ
と

い
う
言
葉
も
あ
り
、
世
界
共
通

の
よ
う
で
す
。
高
齢
者
医
療
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る

独
立
行
政
法
人
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
総
長
で
あ
る

大
島
伸
一
さ
ん
が
、
と
あ
る
学

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
「
在
宅

に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
、
病

院
か
ら
在
宅
に
戻
る
と
元
気
に

な
る
、
こ
の
こ
と
を
医
学
的
に

解
明
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
在
宅
の
み
な
ら
ず
、
生
活

の
場
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
で
も
一
緒
の
こ
と
で
、
両

者
の
共
通
項
を
考
え
る
と
、
自

ず
か
ら
答
え
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
な
じ
み
の
空

間
で
、
な
じ
み
の
人
間
関
係
の

場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
そ
の
場
の
主
人
公
は
そ
の
人

自
身
で
あ
る
こ
と
で
す
。

三
好
春
樹
と
い
う
介
護
分
野

で
は
有
名
な
理
学
療
法
士
が
い

ま
す
。
こ
の
方
は
医
師
と
看
護

師
の
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
い
な

い
（
医
師
で
一
目
置
い
て
い
る

の
は
、
太
田
仁
史
氏
と
竹
内
孝

仁
氏
の
二
人
だ
け
？
）
の
で
す

が
、
高
齢
者
が
医
療
の
場
面
に

置
か
れ
た
場
合
と
、
福
祉
の
場

面
に
置
か
れ
た
場
合
で
の
決
定

的
な
違
い
は
、
後
者
は
高
齢
者

（
三
好
春
樹
は
「
年
寄
り
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
）
に
「
い
や

な
こ
と
を
し
な
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
医

療
は
そ
の
行
為
の
意
味
を
理
解

で
き
な
い
認
知
症
の
高
齢
者
に

と
っ
て
み
れ
ば「
い
や
な
こ
と
」

ば
か
り
で
す
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
思
い

出
し
た
の
が
、
先
日
の
保
険
医

協
会
で
の
在
宅
医
療
講
演
会
で

し
た
。
日
本
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
研

究
会
会
長
で
、
岐
阜
市
で
開
業

さ
れ
て
い
る
小
笠
原
文
雄
先
生

に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
先
生
は
名
古
屋
大
学
医

学
部
に
い
る
時
に
心
不
全
の
改

善
因
子
が
何
か
と
い
う
こ
と
を

一
生
懸
命
研
究
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。七
十
五
歳
の
男
性
で
、

虚
血
性
心
筋
症
に
よ
る
心
不
全

の
た
め
、
年
三
回
の
入
退
院
を

繰
り
返
す
患
者
の
在
宅
主
治
医

と
な
っ
た
話
で
す
。
平
成
三
年

四
月
か
ら
在
宅
医
療
（
緩
和
ケ

ア
）
を
開
始
し
、
そ
の
後
十
年

間
、
好
き
な
も
の
を
食
べ
て
入

院
歴
無
し
で
過
ご
せ
た
例
を
提

示
し
、「
在
宅
医
療
は
心
不
全

の
血
管
拡
張
療
法
」だ
と
、お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
在
宅
医
療
開

始
時
は
心
胸
比
が
八
二
％
あ
っ

た
の
が
、
平
成
六
年
に
は
心
胸

比
五
四
％
と
な
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
自
宅
に
い
て
安
心
、
安

楽
、
気
ま
ま
、
自
由
感
の
中
で

生
活
す
る
こ
と
で
、
血
管
へ
の

ロ
ー
ド
が
減
っ
た
の
だ
ろ
う
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
科
学
的
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
困
難

で
し
ょ
う
が
、
ス
ト
レ
ス
フ
ル

な
環
境
は
、
生
体
に
と
っ
て
良

い
こ
と
で
は
無
い
だ
ろ
う
と
容

易
に
推
測
さ
れ
ま
す
。
予
備
力

の
少
な
い
、
ま
た
理
解
し
て
の

忍
耐
が
困
難
な
高
齢
者
（
特
に

認
知
症
）
の
場
合
に
は
、
特
に

そ
う
で
す
。
入
院
で
あ
っ
て
も

そ
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
の

医
療
の
提
供
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、
キ
ュ
ア
が
優
先
さ
れ
る

中
で
は
、な
か
な
か
困
難
で
す
。

入
院
で
も
、
な
じ
み
の
ヘ
ル

パ
ー
が
一
週
間
ほ
ど
付
き
っ
き

り
で
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
と
夢
想
し
て
い
ま

す
。
究
極
の
医
療
と
介
護
の
連

携
で
す
。

竹
内
孝
仁
氏
は『
医
療
は「
生

活
」
に
出
会
え
る
か
』
と
い
う

本
を
今
か
ら
十
六
年
前
に
出
し

て
い
ま
す
。
読
者
諸
兄
に
も
一

読
を
勧
め
た
い
本
で
す
。

在
宅
は
、
形
と
し
て
は
生
活

に
出
会
え
る
医
療
と
言
え
ま
す

が
、
そ
の
生
活
と
い
う
意
味
と

本
質
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド・そ
の
50

大
川

　義
弘（
金
沢
市・内
科
）

在宅
医療
在宅
医療

72
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在
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医
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血
管
拡
張
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法
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４
．
三
十
年
間
の
成
果
（
そ
の
２
）

新
潟
県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
り
患
状

況
が
見
違
え
る
ほ
ど
改
善
し
た
の
に
併
せ
て
、
県

民
全
体
が
歯
科
保
健
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
国
が
実
施
し
て
い
る
歯
科
疾

患
実
態
調
査
に
合
わ
せ
て
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら

六
年
ご
と
に
県
民
歯
科
疾
患
実
態
調
査
を
行
っ

て
き
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
な

ど
の
歯
間
部
清
掃
器
具
の
年
代
ご
と
の
使
用
率
の

推
移
を
見
る
と
、
年
々
使
用
率
は
向
上
し
、
三
十

歳
代
後
半
か
ら
は
四
〇
％
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
図
１
は
、
歯
科
医
院
で
定
期

的
に
歯
石
除
去
や
歯
面
清
掃
を
受
け
て
い
る
者

の
割
合
を
示
し
て
い
る
が
、
平
成
五
年
当
時
わ

ず
か
二・
二
二
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
十

年
に
は
一
三・八
％
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
二
割
に
満
た
な
い
現
状
に
あ
る
が
・・・
。

歯
科
医
師
の
過
剰
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
こ

の
現
状
に
対
す
る
歯
科
の
先
生
方
の
受
け
取
り

方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
？

図
２
は
一
人
平
均
現
在
歯
数
（
口
の
中
に
残
っ

て
い
る
自
分
の
歯
数
）
を
年
代
ご
と
に
昭
和

五
十
六
年
と
平
成
二
十
年
の
間
で
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
年
代
で
一
人
平
均
現
在
歯

数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
最
も
大
き
な
増
加
が
見

ら
れ
た
の
は
六
十
五
〜
七
十
四
歳
で
、
六
・
九
本

か
ら
十
八
・
三
本
へ
と
二
・
六
倍
と
な
っ
た
。
自
分

の
歯
が
二
十
本
以
上
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
品

を
食
べ
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
か
ら
８
０
２
０

運
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
は
六
十
五
歳

で
二
十
本
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
に
は
、
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

５
． 

歯
科
保
健
と
医
療
費
の
関
係

図
３
お
よ
び
図
４
は
、
新
潟
県
寺
泊
町
に
居
住

す
る
す
べ
て
の
八
十
歳
老
人
百
六
人
の
歯
科
健

診
結
果
と
、
そ
の
後
五
年
間
に
わ
た
る
医
療
費
と

歯
科
医
療
費
の
関
係
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
者
や
死
亡
・

転
居
な
ど
に
よ
り
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

者
を
除
く
八
十
人
を
分
析
対
象
と
し
た
。
な
お
現

在
機
能
歯
数
と
は
、
喪
失
歯
や
C4
な
ど
を
除
く
口

腔
内
で
咀
嚼
機
能
を
有
す
る
歯
数
を
い
い
、
分
析

に
当
た
っ
て
は
、「
〇
本
群
」、「
一
〜
十
四
本
群
」、

「
十
五
本
以
上
群
」
の
三
群
に
分
け
て
、
一
人
当

た
り
の
五
年
間
の
医
療
費
と
歯
科
医
療
費
の
合

計
額
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

図
３
に
示
す
よ
う
に
現
在
歯
数
別
に
外
来
医

療
費
と
入
院
医
療
費
を
比
較
す
る
と
、
外
来
医
療

費
は
差
が
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
入
院
医
療
費
は

「
〇
本
群
」
と
「
十
五
本
以
上
群
」
間
に
は
有
意

の
差
が
見
ら
れ
、
現
在
機
能
歯
数
が
多
い
ほ
ど
入

院
医
療
費
が
少
な
か
っ
た
。
逆
に
、
現
在
歯
数
が

多
い
ほ
ど
歯
科
医
療
費
は
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
歯
が
な
く
な
る
と
歯
科
受
診
率
が
極
端
に

低
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
自
分
の
歯
を
有
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
に

と
っ
て
も
、
歯
科
医
師
に
と
っ
て
も
喜
ば
し
い
結

果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
調
査
は
少
な

い
が
、
今
後
規
模
を
拡
大
し
た
コ
ホ
ー
ト
調
査
な

ど
が
行
わ
れ
、
歯
科
保
健
と
人
の
健
康
状
態
と
の

関
連
性
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

６
．
フ
ッ
化
物
洗
口
の
効
果

新
潟
県
が
、
十
一
年
連
続
「
む
し
歯
の
最
も
少

な
い
県
」
で
あ
る
大
き
な
理
由
は
、
永
久
歯
の
む

し
歯
の
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口
を
保
育
所
・
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
単
位
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
フ
ッ
化
物
洗
口
費
用
は
一
人
年
間
二
百
円

程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
投
資
効
果
は
二
十
倍
を

超
え
る
。
さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は
、
図
５
に
示
す

と
お
り
、
小
児
期
の
予
防
対
策
が
、
成
人
に
な
っ

て
も
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の

弥
彦
村
で
乳
幼
児
健
診
に
来
た
母
親
八
十
七
人

（
平
均
年
齢
三
十
一
・
六
歳
）
の
歯
科
検
診
を
行

い
、
母
親
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
経
験
別
に
区
分
し

て
一
人
平
均
む
し
歯
数
や
喪
失
歯
数
を
見
た
も

の
で
あ
る
が
、
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
の
フ
ッ

化
物
洗
口
を
実
施
し
た
群
の
一
人
平
均
む
し
歯

数
三
・
九
一
本
に
対
し
、
未
実
施
群
は
一
一
・
六
七

本
、
一
人
平
均
喪
失
歯
数
は
〇
本
に
対
し
、
〇
・

七
四
本
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
検
診
す
る
歯

科
医
師
は
母
親
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の
経
験
有
無

は
分
か
ら
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
信
頼
性
も
高

い
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に

８
０
２
０
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
歯
が
生
え
始

め
る
数
年
間
が
最
も
肝
心
で
、
歯
の
将
来
を
左
右

す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
こ
と
が
は
っ

き
り
と
分
か
っ
た
。

７
．
全
身
の
健
康
と
歯
科
保
健

歯
は
全
身
の
健
康
を
保
ち
、
人
々
の
生
活
の
質

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄

与
す
る
。
糖
尿
病
が
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
研
究
か

ら
は
、
そ
の
逆
も
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
口
腔
内
常
在
菌
が
誤
嚥
性
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、

歯
周
病
菌
が
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ

す
要
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
れ
ら
の
要
因
追
求
の
た
め
の
調
査
研

究
に
全
力
が
注
が
れ
る
こ
と
を
、
大
い
に
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

８
．
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
制
定

平
成
二
十
三
年
八
月
に
同
法
律
が
成
立
し
、
直

ち
に
公
布
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
制
定
を

歯
科
関
係
者
は
長
年
に
わ
た
っ
て
待
ち
望
ん
で

い
た
。
す
な
わ
ち
口
腔
の
健
康
は
国
民
が
健
康
で

質
の
高
い
生
活
を
営
む
上
で
基
礎
的
か
つ
重
要

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
生
涯
に
わ
た
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
歯
科
保
健
の
普
及
啓
発
は
も

ち
ろ
ん
、
定
期
的
歯
科
検
診
や
歯
科
疾
患
の
予
防

の
た
め
の
措
置
、
障
害
者
や
高
齢
者
へ
の
対
策
、

調
査
研
究
な
ど
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

今
後
、
具
体
的
な
対
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、そ
の
内
容
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
法
律
に
裏
付
け
ら
れ
た
体
系
的
な
歯
科

保
健
対
策
を
、
予
算
措
置
も
含
め
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
、

今
後
打
ち
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
具
体
策
を
注
視

す
る
必
要
が
あ
る
。

歯
科
特
別
編
／
石
上

　和
男（
そ
の
２
）

関連図書を紹介します 副会長　平田　米里（野々市市・歯科）
県職に石上先生のように、優秀な歯科医師がいることで歯科保健が充実し、住民の健康に

大きく寄与できることが分かりました。さらには、県が核となって、国（政策立案）・大学（研
究分野）・地元歯科医師会・保健所（実施主体）との連携も進みやすくなるようです。石川
県にも石上先生のような方が欲しいところですね。

さて、フッ化物に関する学術的論考は紙面の関係で割愛したが、詳細を知りたい方には不
満が残ったかもしれません。そこで本の紹介です。これ一冊で現状がほぼ把握できるかと思
います。日本を代表する22人の研究者が執筆しています。

『フッ化物応用の科学』
◆出版社：口腔保健協会　◆発行日：2010年9月29日
◆著　者：一般社団法人日本口腔衛生学会フッ化物応用委員会／編
◆ ISBN 978-4-89605-267-1　◆Ｂ５判・228頁　◆価格（税込）3,570円
※ネットでご購入ください

図１　歯科医院で定期的に歯石除去や歯面清掃を受けている人の割合

図2　永久歯一人平均現在歯数の推移

（歳）

図3　機能歯数別にみた１人平均外来及び入院医療費

図4　機能歯数別にみた１人平均歯科医療費

図5　小児期のフッ素洗口が成人期にもたらす効果

石 川 保 険 医 新 聞 2011年12月15日（毎月15日発行）（8）第476号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）



改訂第８版

ひと目でわかる社会資源マップ

充実した医療・福祉制度解説

県下市町の福祉制度一覧

施設一覧改
訂
第
８
版

よ
ろ
ず
勉
強
会

を
７
回
開
催

子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の
改
善
に
努
力

子
ど
も
の

子
ど
も
の

子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の
改
善
に
努
力

医
療
費
助
成
の
改
善
に
努
力

医
療
費
助
成
の
改
善
に
努
力

子
ど
も
の

医
療
費
助
成
の
改
善
に
奮
闘

よろず勉強会は、講演会形式にしたり、歯科をテ
ーマにするなどの工夫により、参加者が増えて好評
を得ている。シリーズ第21回からは「見逃してはいけ
ないシリーズ」を開始し、新たな参加者が増えた。ま
た、拡大版として、能登（七尾）でも開催した。

小児科と歯科をテーマに七尾市で開催された
「よろず勉強会」（7月17日）

第7回食育講演会の様子（4月3日）

審査、指導に関する会員懇談会の模様
（7月30日）

「
個
別
指
導
学
習
会
」（
五
月
二
十
二
日
）、

「
審
査
、指
導
に
関
す
る
歯
科
会
員
懇
談
会
」

を
開
催（
七
月
三
十
日
）。会
員
の
権
利
を
擁

護
す
る
活
動
を
行
っ
た
。

の活動を推進
審査・指導問題

歯科部で
多彩な活動が

「
食
育
講
演
会
」「
障
が
い
者
歯
科
」「
萌
出
障

害
」「
再
生
医
療
」な
ど
、歯
科
部
で
多
彩
な
講
演

会
を
開
催
し
た
。ま
た
、「
イ
レ
バ
デ
ー
か
ら
イ
イ
ハ

デ
ー
」の
取
り
組
み
で
、義
歯
の
ネ
ー
ム
入
れ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

「いのちまもる10．20国民集会」「10．30歯科決起
集会」「11．20ドクターズデモンストレーション2011」
への参加や署名活動などで、「社会保障と税の一
体改革」による大増税と社会保障切り捨て計画阻
止などに向けて活動した。また、県内では国民皆
保険50周年企画に保険医協会も実行委員会に参
加し、リレートーク、『いのちの山河』上映などに協
力した（11月6日）。

医療改善運動
に全力
医療改善運動
医療改善運動
医療改善運動

に全力
医療改善運動
に全力
医療改善運動医療改善運動医療改善運動
に全力

東京・日比谷野外音楽堂で開催された「いのちまもる10．20国民集会」

東
日
本
大
震
災

の
支
援
活
動
に
全
力

3月11日に起きた「東日本大震災」
への対応として、緊急募金、被災地
支援活動を行った。また、コンサート
およびゴルフ大会を被災者へのチ
ャリティーとして開催した。

長期の避難所生活により誤嚥性肺炎が増えて
いるため、嚥下障害を訴える高齢者に対して嚥下
機能スクリーニングを行う歯科会員

原発事故への対応
東京電力福島第一原発事故に対し、すべての情
報開示を求める緊急声明の発表や「原発・いのち・
みらい」の講演会活動・シリーズ寄稿など、多彩な活
動を展開した。

「福島第一原発で何が起きているのか」をテーマに、核・エネルギー
問題情報センター理事の児玉一八氏を講師に招いて開かれた市民
公開講演会（4月28日）

本紙の「地域医療連携室訪問」「施設見学」に
加えて、取材シリーズとして、「在宅医訪問」を開始
した。また、在宅医療講演会も開催した。

和気あいあいの中で行われる「在宅医訪問」の取材

『
福
祉
マ
ッ
プ
』

改
訂
第
八
版
を
発
行

4年ぶりに『福祉マップ』全面改訂版を年内に発
行予定。多数のコラムも挿入され、読み物としても一
層充実した内容になった。

年
内
に
発
行
予
定
の『
福
祉
マッ
プ
』の
表
紙

協会の県議会請願が全会一致
で採択されるなど、子どもの医療費
助成運動が大きく前進した。（通年）

県庁会議室で開かれた要請活動（７月１４日）

小松市で開かれた接遇講座（６月２４日）

小松市で「接遇講座」（6月24日）、
七尾市で「よろず勉強会」（7月17日）、輪島市で
「医師とコ・メディカルのための講演会」（10月30日）
を開催し、各地の医師会および会員医療機関の協
力を得て、全県的な活動を行った。

1010大大
ニュースニュース

2011年

石川県保険医協会

在宅医療の推進

全県的な活動
が充実

石 川 保 険 医 新 聞（9）2011年12月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可）　第476号



【第9回】
停滞するキューバ経済

斉藤典才医師の
さい  とう  のり  とし

斉藤　典才（金沢市・外科）

12回シリーズ 原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

つ
い
こ
の
前
ま
で
暑
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
早
く
も
冬
が

や
っ
て
く
る
。
近
年
、
秋
が
短
く
な
っ
た
と
感
じ
る
の
は
、

私
だ
け
だ
ろ
う
か
？

さ
て
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
と
い
え
ば
ス
キ
ー
だ
と
思

う
の
だ
が
、
皆
さ
ん
は
基
礎
ス
キ
ー
な
る
も
の
を
ご
存
じ
で

あ
ろ
う
か
？　

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
が
規
制
さ
れ
た
区
間
を
滑

り
時
間
を
競
う
の
に
対
し
、
規
定
さ
れ
た
演
目
の
中
で
い
か

に
ゲ
レ
ン
デ
を
安
全
に
速
く
、
な
お
か
つ
「
か
っ
こ
よ
く
」

滑
り
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
採
点
競
技
で
あ
る
。

ス
キ
ー
の
腕
前
が
一
級
と
い
う
の
が
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
っ
て

い
た
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
真
っ
盛
り
の
時
代
に
は
、「
ウ
ェ
ー
デ

ル
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
リ
ズ
ム
よ
く
小
刻
み
に
板
を
振

り
回
す
滑
り
方
が
「
う
ま
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
身
長
よ
り

も
は
る
か
に
長
い
板
を
振
り
回
す
技
を
習
得
す
る
に
は
か
な

り
の
努
力
が
必
要
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
も
ち
ろ
ん
、
仕
事

が
早
く
終
わ
っ
た
日
な
ど
は
、
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
に
も
よ
く

出
か
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
と
呼
ば
れ
る
板
が
主
流
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
基
礎
ス
キ
ー
の
技

術
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
流
れ
る
よ
う
な
弧
を
描
く
カ
ー

ビ
ン
グ
タ
ー
ン
な
る
も
の
が
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

以
前
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
を
殺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
動
作
は

減
点
の
対
象
に
な
る
。
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
の
よ
う
な
小
刻
み
な

タ
ー
ン
を
繰
り
返
す
も
の
に
も
丸
い
弧
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
、
コ
ブ
の
斜
面
で
も
跳
ね
飛
ば
さ
れ
ず
に

雪
面
と
接
し
な
が
ら
弧
を
描
く
と
い
う
究
極
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
一
級
・

二
級
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
さ
ら
に
上
の
テ
ク
ニ
カ
ル

プ
ラ
イ
ズ
・
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
イ
ズ
と
な
る
。

今
や
カ
ー
ビ
ン
グ
ス
キ
ー
の
板
は
ど
ん
ど
ん
短
く
な
っ
て

お
り
、百
五
十
セ
ン
チ
を
き
る
サ
イ
ズ
ま
で
登
場
し
て
き
た
。

短
い
こ
と
で
扱
い
が
楽
に
な
り
、
う
ま
く
な
っ
た
と
錯
覚
し

て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
二
百
セ
ン
チ
超
え
の
ノ
ー
マ
ル
ス

キ
ー
を
担
い
で
い
た
こ
ろ
が
懐
か
し
く
感
じ
る
。

以
前
は
、
一
人
前
に
滑
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
か
な
り
の

日
数
を
要
し
た
が
、
今
の
道
具
を
用
い
れ
ば
、
辛
く
長
い
修

行
の
よ
う
な
日
々
も
必
要
な
い
だ
ろ
う
。
ゲ
レ
ン
デ
も
以
前

ほ
ど
は
混
ま
な
く
な
っ
て
お
り
、
晴
れ
た
日
に
ス
キ
ー
を
す

る
の
は
、
す
こ
ぶ
る
快
適
で
あ
る
。
皆
さ
ん
、
た
ま
に
は
ス

キ
ー
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

会員リレーエッセー　◆◆148◆◆

基
礎
ス
キ
ー
っ
て
何
？

山
本
　
司
（
野
々
市
市
・
歯
科
）

日
本
を
出
国
す
る
前
に
、『
選

択
』（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
号
）

と
い
う
雑
誌
に
紹
介
さ
れ
た

「
市
場
経
済
に
舵
切
っ
た

キ
ュ
ー
バ
」
と
い
う
レ
ポ
ー
ト

を
読
み
、
キ
ュ
ー
バ
で
も
社
会

主
義
体
制
が
成
り
立
た
な
い
の

か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
決
し
て
日
本
が
将

来
社
会
主
義
国
を
目
指
す
べ
き

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
資
本
主
義
国
の
対
立

軸
と
し
て
孤
軍
奮
闘
す
る

キ
ュ
ー
バ
に
は
成
功
を
お
さ
め

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
に
入
る
と
、
い
ろ

ん
な
分
野
で
経
済
の
発
展
が
遅

れ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

街
に
は
一
九
五
〇
年
代
の
ア
メ

リ
カ
車
や
、
一
九
六
〇
年
代
以

降
の
ソ
連
製
の
車
が
、
今
で
も

多
く
走
っ
て
い
ま
す
。
国
民
が

大
勢
集
ま
り
シ
ン
ボ
ル
化
し
て

い
て
、
観
光
客
が
真
っ
先
に
訪

れ
る
革
命
広
場
の
地
面
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
剥
げ
た
ま
ま
で

す
。
街
中
を
走
行
す
る
バ
ス
か

ら
み
た
家
々
は
、
革
命
以
前
に

造
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
古

い
建
物
ば
か
り
で
、
家
を
新
築

し
て
い
る
場
面
に
は
つ
い
に
遭

遇
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

キ
ュ
ー
バ
の
歴
史
的
経
済
事

情
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

一
五
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
一
九
〇
〇

年
ご
ろ
ま
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
に

よ
る
植
民
地
政
策
や
奴
隷
政
策

に
深
い
傷
を
負
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
か
ら

は
ア
メ
リ
カ
の
半
植
民
地
政
策

に
よ
り
キ
ュ
ー
バ
国
民
は
搾
取

さ
れ
続
け
ま
し
た
が
、一
九
五
九

年
の
カ
ス
ト
ロ
ら
に
よ
る
革
命

に
よ
っ
て
、
本
当
の
意
味
で
の

自
治
独
立
に
成
功
し
、
以
後
社

会
主
義
国
と
し
て
歩
み
始
め
ま

し
た
。
政
治
形
態
は
キ
ュ
ー
バ

共
産
党
に
よ
る
一
党
体
制
な
の

で
、
他
国
か
ら
見
れ
ば
非
民
主

的
、カ
ス
ト
ロ
一
家（
フ
ィ
デ
ル

引
退
後
は
、
国
家
評
議
会
議
長

に
弟
の
ラ
ウ
ル
が
就
任
）
に
よ

る
独
裁
政
治
と
考
え
て
い
る
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
国
民

か
ら
見
れ
ば
ど
う
な
の
で
し
ょ

う
か
。
同
行
し
て
い
た
だ
い
た

ガ
イ
ド
の
ス
サ
ー
ナ
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
い
ろ
ん
な
問
題
を
抱
え

て
は
い
ま
す
が
、
国
民
は
政
府

を
信
用
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

革
命
成
立
後
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
は
当
然
の
ご
と
く
、
そ
の

主
権
を
認
め
ま
せ
ん
。
一
九
六

〇
年
二
月
に
は
ソ
連
と
貿
易
協

定
が
結
ば
れ
ま
す
。
一
方
、
ア

メ
リ
カ
は
一
九
六
一
年
一
月
に

キ
ュ
ー
バ
へ
の
輸
出
を
禁
止

し
、
国
交
を
断
絶
し
ま
す
。
同

年
四
月
に
は
ア
メ
リ
カ
に
亡
命

し
た
キ
ュ
ー
バ
の
反
カ
ス
ト
ロ

派
の
人
々
を
傭
兵
と
し
、

キ
ュ
ー
バ
に
侵
攻
し
ま
し
た
が

失
敗（
プ
ラ
ヤ
・
ヒ
ロ
ン
事
件
）。

ま
た
、
一
九
六
二
年
十
月
に
は

い
わ
ゆ
る
「
キ
ュ
ー
バ
危
機
」

と
い
う
、
核
戦
争
が
起
こ
る
寸

前
ま
で
い
っ
た
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ソ
連
・

東
欧
と
の
貿
易
を
通
じ
て
成
長

し
ま
し
た
が
、
一
九
八
九
年
に

東
欧
諸
国
が
、
一
九
九
一
年
に

は
、
つ
い
に
ソ
連
が
解
体
し
、

キ
ュ
ー
バ
経
済
は
危
機
的
な
状

況
に
陥
り
ま
す
。キ
ュ
ー
バ
は
、

こ
れ
ら
の
国
と
の
間
で
貿
易
の

八
五
％
を
依
存
し
て
い
た
こ
と

や
ソ
連
か
ら
石
油
が
入
ら
な
く

な
っ
た
の
が
大
き
か
っ
た
よ
う

で
、
一
九
九
四
年
ま
で
に
国
民

総
生
産
は
四
〇
％
近
く
落
ち
込

み
ま
し
た
。
そ
の
後
政
府
は
、

経
済
の
対
外
開
放
を
す
す
め
、

観
光
に
力
を
入
れ
、
一
部
自
由

経
済
を
取
り
込
ん
で
何
と
か
耐

え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
幸
い

な
こ
と
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
が
、対
米
追
随
路
線
を
止
め
、

特
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
が
社
会
主
義

国
路
線
を
歩
み
始
め
、
こ
ち
ら

か
ら
石
油
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
二
〇

〇
八
年
度
の
経
済
は
、
一
九
八

九
年
の
八
〇
％
程
度
ま
で
し
か

回
復
し
て
お
ら
ず
、外
貨
不
足
、

企
業
の
生
産
効
率
、
農
業
生
産

の
停
滞
な
ど
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

囲 碁

（解答は６面にあります） （解答は６面にあります）

持
駒

　金
金

黒先　8分で二、三段以上
〈ヒント〉 左側から工作して、最後は
 右側の眼形を奪います。

〈ヒント〉 最後に馬の活用で…
 10分で初段

■出題　九段　石榑郁郎
■出題　九段　西村一義

123456
一
二
三
四
五
六

中級編 中級編

玉
桂 香

金馬

歩
歩

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ 9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え6面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独1 9 □
2 3 5 6 8

4 9 7
9 4

4 8 2 5 9 7
7 8

6 3 4
3 5 4 1 9
□ 8 6

この車は米製 ? ソ連製 ?

コンクリが剥げたままの革命広場

住宅も古いものばかり

石 川 保 険 医 新 聞 2011年12月15日（毎月15日発行）（10）第476号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）


